かと リほづ ま 

香 取秀真 香 取 先生 は 通称 「お 隣の 先生」 なり。 先 

ちう きんか ねぎし ことわ 

生の 錡金 家に して、 根 岸 派の 歌よ みたる こと は 断る 

必要 も あらざる べし。 僕 は 先生と 隣り 住みた る 為、 形 

の 美し さ を 学びたり。 勿論 学んで 悉 したりと は 言 は ず。 

かつ たくさん 

且 又 先生 に 学ぶ 所 はま だ 沢山 ある やう なれば、 何) J と 

も 僕に 盗める だけ は 盗み 置かん 心が まへ なリ。 その為 

ごじ ゆみやう なが 

にも 「お 隣の 先生」 の 御 寿命の いや 長に 長 からん こと 

を 祈り 奉る。 香 取 先生に も 何かと 御 厄介に なること 多 

をぢ ひと リ 

し。 時には 叔父 を 一人 持ちた る 気になり、 甘つ たれる 

こ ともなき にあらず。 

こすぎみ せ い 

小 杉未醒 これ も 勿論 年長者な り。 本職の 油 画 や 南 



おも てんこく うた ひ まひ 

れば、 忽ち 遊蕩 を 想 ふよし。 書、 篆刻、 謡、 舞、 長唄、 

とき はず うた は こほりす ベ とう 

常 盤津、 歌沢、 狂言、 テニス、 氷、 U リ等 通せざる もの 

あぜん 

なしと 言 ふ に 至って は、 誰か 啞 然として 驚か ざらん や。 

然れ ども 鹿 島さん の 多芸なる は 僕の 尊敬す ると ころに 

あらず。 僕の 尊敬す る 所 は 鹿 島さん の 「人となり」 な 

り。 鹿 島さん の 如く、 熟して 敗れざる &の 東京 人 は 

こんにち みやう にち さら まれ 

今日 既に 見るべからず。 明日 は 更に 稀なる べし。 僕 

は 東京と 田舎と を 兼ねた る 文明 的 混血児 なれ ども、 東 

京人た る 鹿 島さん に は 聖賢 相 親しむ の 情 —— 或は 狐狸 

相 親しむ の 情 を 懐抱せ ざる 能 はざる ものな リ。 鹿 島 

さんの 再び 西洋に 遊ばん とする に 当り、 活字 を 以て 



ふいち やう 

室 生と 同工異曲 なり。 なほ 次 手に 吹聴 すれば、 久保 

田 君 は 酒客 なれ ども、 (室 生 を 呼ぶ 時 は 呼び捨て にす 

いま この わた 

れ ども、 久保田 君 は 未だに 呼び捨てに 出来ず。) 海鼠 腸 

いはん い か くろ づく 

を 食 はず。 からすみ を 食 はず、 況ゃ 烏賊の 黒作り (こ 

ぜん 

れは僕 も 四 五日 前に 始めて 食 ひし もの なれ ども) を 食 

はず。 酒客たら ざる 僕よりも 味覚の 進歩せ ざる は 気の 

毒な り。 

きた はら だ いすけ 

北 原大輔 これ は 僕よりも 二三 歳の 年長者 なれ ども、 

妙 何にも 小面の 憎い 人物な り。 幸 にも 僕と 同業なら 

ず。 若し 僕と 同業な らん 乎、 僕 はこの 人の 模倣ば かり 

する か、 或は この 人 を 殺した くなる べし。 本職 は 美術 



ゆ 免 ん 

る 所以な リ。 



(大正 十四 年 二月) 
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